
批

評
・
紹

介

同
》
・
。
帽

2
5
a
g
g
h
w
出
向
・

4
F
5
9‘

b
h
e
ミ
gnq色町内
u
a
a雪
切
符
『
町
民
担
当

同

-a『
p
s
a
s
S
E
a
q・
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a

'

節

々

今
世
紀
初
頭
、
四
次
に
亙
っ
て
組
織
さ
れ
た
ド
イ
ツ
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
探
検

隊
は
、
様
々
な
言
語
に
よ
る
文
献
資
料
を
ベ

ル
リ
ン
に
終
来
し
た
。
こ
れ
ら
の

資
料
群
ほ
、
ド
イ
ツ
を
始
め
と
す
る
欧
米
の
言
語

h

文
献
奉
者
応
よ
っ
て
整
理
・

研
宛
さ
れ
始
め
、
そ
の
成
果
は
先
ず
チ
ュ
ル
ク
語
文
献
が
叢
書
吋
骨
玄
将
官

、H，
c民自・、
H
，

zg
と
し
て
一

O
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
一
九
七
一
年
以

降
、
チ
ユ
ル
ク
語
以
外
の
諸
言
語
資
料
も
封
象
に
含
ま
れ
、
叢
書
図
。
ユ
自
民

吋己円『
B
R
H
R
と
し
て
新
た
に
第
一
巻
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
。

こ
の
切
R
-
z
o円
、
吋
口
同
町
白
ロ
官
民
自
の
第
一
六
容
で
あ
る
本
書
は
、

e

ド
イ
ツ
・

ト
P
ル
フ
ァ
ン
探
検
隊
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
(
以
下

〈
モ

ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
と
略
稽
)
を
内
容
別
に
一

O
五
の
テ
ク
ス
ト
に
分
類
・
再
編

成
し
、
各
テ
ク
ス
ト
ご
と
陀
書
誌
情
報
川
ロ
ー
マ
字
鱒
寓
・
ド
イ
ツ
語
謬
・
註

を
ま
と
め
た
も
の
で
-あ
る
。
巻
末
に
は
全
テ
ク
ス
ト
の
語
集
索
引
と
、
七
五
の

テ
ク
ス
ト
の
篤
員
込
附
さ
れ
て
い
る
。

共
著
者
の
一
人
、
ダ
ラ
シ
タ
イ
一・
ツ
ェ
レ
ン
ソ
ド
ノ
ヲAF
は
モ
ン
ゴ
ル
園
科
皐

ア
カ
デ
ミ
ー
号

E

口
語
文
皐
研
究
所
上
級
研
究
員
で
専
門
は
モ
ン
ゴ
ル
文
象
史
。
一

九
八
三
年
、
奮
東
ド
イ
ツ
の
フ
ン
ボ
ル

ト
大
皐
よ
り
「
モ
ン
ゴ
ル
古
代
韻
律
論

松

l
 

l
 

j
 

の
歴
史
的
繁
濯
に
閲
す
る
諸
問
題
」
で
博
士
銃
取
得
。

一『
一
四
世
紀
の
詩
人
チ

ョ
イ
ジ

u
オ
ド
セ
ル
』
〈
一
九
六
九
〉
、
『
(
高
等
教
育
課
程
)
モ
ン
ゴ
ル
文
皐
史
』

(
一
九
八
七
〉
な
ど
の
モ
ン
ゴ
ル
語
に
ま
る
著
書
と
、
ハ
モ

γ
ゴ
ル
語
文
献
〉

に
係
わ
る
欧
文
論
文
が
一あ
る
。
共
著
者
の
も
う
一
人
、
マ
ン
フ
レ
'y

ト
・
タ
ウ

ベ
は
一
九
五
七
年

f
奮
東
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
皐
よ
り
「
『
ジ
ル
'へ
ン
・

ト
ル
、タ
註
緯
』
の
研
究
」
で
博
士
銃
取
得
。
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
文
献
皐
を

専
門
と
し
、
ド
イ
ツ
圏
内
各
地
に
枚
張
さ
、れ
る
『
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
連
合
目
録

(
I
l
N〉
』
ハ
一
九
六
六
〉
、
『
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
出
主
ベ
ル
リ
ン
・
コ
レ
グ
シ

ョ
γ
中
の
チ
ベ

y
ト
語
文
献
』
(
一
九
八

O
、
切
開
同
-
Z句
、
H
，
E
P口同市阿丹
0
5
)

な
ど
の
精
徹
な
文
献
拳
的
研
究
を
務
思
表
し
て
お
り
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
関

連
で
も
激
編
の
論
文
を
著
し
て
い
る
。

前
言
(
六
頁
)
に
よ
る
と
、
本
書
の
出
版
意
圃
は、

八
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉

全
て
を
【
庚
い
意
味
で
の
】
文
皐
史
的
達
闘
に
お
い
て
一
慢
と
し
て
取
り
扱
う

た
め
に
全
テ
ク
ス
ト
の
文
字
縛
篤
と
誇
を
一
箇
所
に
ま
と
め
て
提
示
し
、
併
せ

て
先
行
研
究
を
明
示
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
本
書
は
一
九
七

0
年
代
末
J

八
0
年
代
前
害
応
執
筆
さ
れ
、
一
九
八
七
年
五
月
に
脱
稿
さ
れ
た
。
解
護
は
原

則
と
し
て
現
物
に
就
い
て
行
な
わ
れ
た
が
、
奮
東
ド
イ
ツ
に
居
住
し
て
い
た
著

者
は
、
西
ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
に
移
管
さ
れ
て
い
た
テ
グ
ス
ト
(
豆
巴
日
番

競
の
附
さ
れ
た
九
勲
〉
は
賓
見
で
き
ず
、
骨
局
員
に
基
づ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
九
勲
も
ド
イ
ツ
再
統
一
後
は
ベ
ル
リ
ン
に
戻
さ
れ
て
い

る。
績
く
序
諭
(
七
|
一
“
六
頁
〉
で
は
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
蒐
集
と
公
表
め

経
緯
、
歴
史
的
背
景
、
テ
グ
ス
ト
の
文
字
と
言
語
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

蒐
集
と
公
表
の
経
緯
(
七
|
八
頁
〉
先
ず
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
来
歴

と
文
書
の
原
番
読
の
意
味
が
説
明
さ
れ
る
。
新
た
に
番
競
の
附
さ
れ
た
一

O
五
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の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
九
六
黙
は
ト
ク

ル
フ
ァ
ン
盆
地
で
の
妥
掘
時
に
原
番
鋭
が

附
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
六
三
黙
は
、
四
回
に
亙
る
探
検
の
番
競

I
(二

O
貼)、

E
(二
九
貼
〉
、

E
(
一
一
一
一
貼
)
を
略
貌
と
し
て
持
託
こ
れ
に
よ

り
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
は
第
一
回
〈
一
九

O
二
年
一
一
月
J
一
九

O
三
年

一
一
一
月
〉
、
第
二
回
(
一
九

O
四
年
一
一
月
l
一
九

O
五
年
一
二
月
)
、
第
三
回

〈
一
九

O
五
年
一
二
月
l
一
九

O
七
年
四
月
)
の
一
一
一
次
の
探
検
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
第
四
回
探
検
を
示
す
略
挽
を
持
つ
も
の
は
無
い
)
。

ま
た
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ

γ
盆
地
内
の
出
土
地
を
示
す
略
貌

D
(
U白口一

g
g
H
H高

昌
|
|
五
六
黙
〉
、

M
(
ム
ル
ト
ゥ
グ
|
|
六
黙
〉
、

T
(
ト
ゥ
ユ
ク
l
l
a
三

貼)、

S
(
セ
ン
ギ
ム
|
|
l
一
黙
)
、

1
1
(
ト
ヲ
ル
フ
ァ
ン
前
山
|
|
二
黙
〉

を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
略
鋭
U
(
二
三
黙
〉
を
持
つ
も
の
が
あ
れ
戸

次
に
公
表
の
経
緯
。

一
九

O
九
年
、
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
は
第
二
回
探
検
(
一
九

O
四
年
一
一
月

1
一
九

O
五
年
一
二
月
〉
に
お
い
て
高
畠
で
褒
掘
さ
れ
た
行
政

文
書
四
黙
の
謬
註
を
設
表
し
た
が
、
こ
れ
が
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
公
表
の
鴨

矢
と
な
っ
た
。
研
究
が
本
格
化
し
た
の
は
へ

l

ニ
ッ
シ
が
一
九
五
四
年
に
『
ト

ク
ル
フ
ァ
ン
出
土
ベ
ル
リ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
・
第
一

部
』
と
し
て
先
ず
チ
ョ
イ
ジ

Hオ
ド
セ
ル
誇
『
入
菩
提
行
疏
』
を
設
表
し
、
縫

い
で
一
九
五
九
年
に
第
二
部
と
し
て
、
蛍
時
彼
が
手
に
し
得
た
全
テ
ク
ス
ト
を

影
印
出
版
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
一

O
五
の
テ
グ
ス
ト
の
う
ち
へ

l

ニ
ッ
シ
に
よ
っ
て
影
印
出
版
さ
れ
ι

た
の
は
六
九
黙
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

後
、
ブ
ラ
シ
ヶ
、
リ
ゲ
テ
ィ
、
ッ
ェ
レ
ン
ソ
ド
ノ
ム
、
カ
ラ
に
よ
っ
て
新
た
に

設
表
さ
れ
た
計
二
四
勲
と
、
ポ
ッ
ベ
が
一
九
六
二
年
に
護
表
し
た
一
貼
を
加
え

れ
ば
、
計
九
四
黙
の
定
員
が
既
に
公
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

本
書
で
初
め
て
公
表
さ
れ
る
テ
ダ
ス
ト
は
十
一
慰
で
あ
お
v

歴
史
的
背
景
(
八
|
一

O
頁
〉
こ
の
章
で
は
、
ト
P
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
歴

史
を
一
筈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
が
全
僅
と
し
て
持
つ
年

代
の
上
限
と
下
限
が
推
定
さ
れ
る
。

最
も
奮
い
日
附
を
持
つ
テ
ダ
ス
ト
は
、
先
述
の
『
入
菩
提
行
疏
』
〈

Z
E・

g-NH)
で
あ
る
。
こ
の
木
版
本
は
、
一
一
一
一
一
二
年
に
大
都
で
開
板
さ
れ
、
千

部
が
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
紋
文
よ
り
知
ら
れ
る
。
同
じ
誇
者
に
よ
る
著
作
『
マ

ハ

l
カ
l
リ
l
讃
歌
』

(
Z『国
-
M由

i
g〉
も
同
時
代
に
繋
年
さ
れ
得
る
。

績
い
て
著
者
は
、
一
四
世
紀
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
を
領
有
し
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
の
歴
史
を
略
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
黙
の
行
政
文
書

(
Z
E・4
岳
町

立一

8
・4
F
4
N

一
品
∞
)
に
現
わ
れ
る
権
威
者
の
名
前
が
、
四
人
の
ウ
ル
ス
君
主

(
ケ
ベ
グ
、
イ
ス
ン

u
テ
ム
ル
、
ト
ゥ
グ
ル
グ
H

テ
ム
ル
、
イ
リ
ア
ス
H

ホ
l

ジ
ャ
〉
で
あ
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ケ
の
年
代
比
定
〔

F
S
Z
巴
毘
〕
を
踏
襲
し

つ
つ
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
一
五
世
紀
初
頭
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
滞
在
し
た
明

の
陳
誠
や
ホ
ラ
サ
ン
出
身
の
ギ
ヤ
1
ス

n
ア
ッ
デ
ィ
ン
H

ナ
ッ
カ
l
シ
ュ
が
町

中
と
山
上
の
併
数
寺
院
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
こ
と
を
根
擦
と
し
て
、
こ
の

頃
ま
で
、
個
々
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
カ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
親
近
度
は
併
教
を
撃
墜
す

る
ほ
ど
極
端
で
は
な
か
っ
た
と
し
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
書
か
れ
た
年
代

は
一
四
|
一
五
世
紀
で
あ
っ
た
と
結
論
附
け
る
の
で
あ
る
。

例
外
的
に
新
し
い
テ
グ
ス
ト
は
、
一
八
|
一
九
世
紀
の
併
典
版
本
ハ

ZZ-

S
卜
宰
〉
、
一
七
世
紀
頃
の
カ
ル
ム
ィ
ッ
グ
語
(
ト
ド
文
字
〉
の
版
本

(
Z『-

g
s、
そ
し
て
一
九
世
紀
以
降
の
手
紙

(
Z『
・
申
⑦
で
あ
る
。
な
お
、
へ

l
ニ

ッ
シ
に
よ
っ
て
影
印
出
版
さ
れ
た
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
う
ち
、
モ
ン
ゴ
ル

語
と
認
め
ら
れ
な
い
五
熟
の
テ
ク
ス
ト
(
国
8
2師会

S
S
の
う
ち
の
の
日
・

∞
-
O
P
A
H
-
3
は
割
愛
さ
れ
た
。

テ
ク
ス
ト
の
文
字
と
冨
霞
(
一

oー
一
六
頁
〉
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先
ず
、
文
字
に
係
わ
る
特



徴
が
、
古
文
字
皐
入
国
川
町
一同陣。間同名
EO)
と
正
書
法
(
O
岡子
o
m
g
Z
F
O〉
の
爾
面
か

ら
述
べ
ら
『れる。

古
文
字
拳
上
の
最
大
の
特
徴
は
、
一文
字
の
形
が
後
代
の
「
古

典
期
」
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
(
一
七

l
て
八
世
紀
〉
に
お
け
る
「
ウ
イ
グ
ル
式
モ

ン
ゴ
ル
文
字
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
の

ウ
イ
グ
ル
語
支
献
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
文
字
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
正

書
法
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
、後
代
の
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
に
お
い
て
確
立

さ
れ
た
正
書
法
か
ら
逸
脱
す
る
要
素
が
翠
げ
ら
れ
、
逸
脱
の
理
由
の
一
部
は
ウ

イ
グ
ル
語
文
献
と
の
封
比
で
--一
説
明
で
き
る
と
す
る
。
例
え
ば
、
古
典
期
モ
ン
ゴ

ル
語
文
献
に
お
い
て
【
語
頭
と
語
中
の
}
可
¥
』
は

-r帽
子
(
凶
)
字
に
ニ
貼
か

ら
な
る
識
別
符
貌
を
附
け
る
か
否
か
と
い
う
正
書
法
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る

が
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
は
そ
の
よ
う
な
値
系
は
見
ら
れ
な
い
。
二
黙
か

ら
な
る
識
別
符
貌
が
附
さ
れ
る
の
は
爾
墨
田
韻
の
医
別
の
た
め
で
は
な
く
、
語
中

の
roHY
字
を

-s-
と
い
う
品
目
ー
を
表
わ
す
文
字
表
記
丘
町
喜
二
つ
勺
ぜ
か
ら

区
別
す
る
た
め
と
い
う
、
【
同
時
代
の
草
書
鐙
ウ
イ
グ
ル
文
字
】
ウ
イ
グ
ル
語
の

表
記
法
に
撮
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る

9
2
7
字
は
語
頭
に
お
い
て
と
名
r
字

と
容
易
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
語
頭
で
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
識
別

符
披
は
附
け
ら
れ
な
い
)
。
ま
た
、
『
曲
目
・
曲
【
マ
N
・
4
2・0
【・N
・4
、
田
町
E
4
8
U

【Z
J円
N
・B.2J同
ど
な
ど
の
分
か
ち
書
き
も
、
ウ
イ
グ
ル
語
に
お
け
る

8
5
(
N〉

字
の
正
書
法
〈
直
後
の
文
字
と
分
か
ち
書
き
さ
れ
る
)
を
踏
襲
U
た
も
の
で
あ

る。
以
下
、
呈
目
撃
皐
・
音
韻
論
、
形
態
論
的
特
徴
が
詳
述
さ
れ
、
最
後
に
語
実
的

特
徴
と
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
語
か
ら
借
用
さ
れ
た
併
数
用
語
(
六
二
個
〉
、
文
書

行
政
用
語
〈
四
三
個
)
、
そ
し
て
後
代
に
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
モ

ン
ゴ
ル

語

の
単
語
(
九
個
〉
が
列
撃
さ
れ
る
。
-

女
圃
寧
的
遺
産
と
し
て
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
女
猷
ハ
一
七
|
ニ
八
頁
)
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こ
の
草

で
は
、
。
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
が
モ
ン
ゴ
ル
文
皐
史
全
般
に
お
い
て
如
何
な
る

位
置
を
占
め
る
か
が
、
讃
歌
、
教
訓
詩
、
政
文
詩
と
い
う
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に

亙
っ
て
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
お
け
る
作
詩
法
の
特
殊

性
が
問
題
に
さ
れ
る
。

一

最
初
に
著
者
は
、
二
三
世
紀
に
由
来
す
る
数
少
な
い
モ
ン
ゴ
ル
文
事
作
品

|
|
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
と

『金
帳
カ
ン
園
白
樺
定
本
』
1
1
4
に
比
べ
て
、
一

回
世
紀
初
頭
以
降
に
成
立
し
た
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
が
特
異
な
文
象
的
ジ
ャ

ン
ル
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
こ
に
明
確
な
褒
展
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
注

意
を
喚
起
す
る
。

讃
歌

(
p
h
g
m・
目
白
『
S
E
C
は
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

本
源
的
に
は
自
然
や
英
雄
を
讃
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文

献
〉
で
は
併
激
的
内
容
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
マ
ハ

l
カ

J
リ

1
讃
歌
』

(
Z
E・包
l
u
e
を
例
と
じ
て
そ
の
表
現
技
法
を
見
る
と
、
イ

ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
閏
俸
統
に
お
い
て
女
紳
マ
ハ
l
ヵ
l
リ
l
の
容
姿
は
壷
-
的

に
形
容
さ
れ
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
で
は
極
め
て
誇
張

に
富
ん
だ
脚
色
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
併
激
的
な
停
統
表
現
技
法
と
、
モ

ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
に
典
型
的
な
「
誇
張
表
現
」
が
融
合
し
て
い
る
。
著
者

が
こ
の
作
品
を
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
の
「
翻
誇
」
で
は
な
く
モ
ン
ゴ
ル
の
「
撰
述

併
数
文
献
」
と
見
な
す
所
以
で
あ
る
。

〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
中
の
教
訓
詩
の
ジ
ャ
ン
ル

(
Z
2・
2
l
g
)
に
お
い

て
も
、
『
モ

γ
ゴ
ル
秘
史
』
に
あ
る
よ
う
な
人
開
生
活
の
素
朴
な
経
験
に
噌由
来

す
る
短
い
格
言
は
見
ら
れ
ず
、
イ
ン
ド
H
H
チ
ベ
ッ
ト
併
数
文
献
か
ら
翻
誇
さ
れ

た
併
激
的
金
言
が
座
を
占
め
る
。

散
文
で
書
か
れ
た
本
文
に
韻
文
を
挿
入
す
る
技
法
は
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
に

も
見
ら
れ
た
が
、
本
文
の
末
尾
に
韻
文
詩
を
附
け
る
作
法
は
、
一
四
世
紀
初
頭
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の
-〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
お
い
て
初
め
て
在
註
さ
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
併
典
の

駿
文
は

一
般
に
、

ω傍
陀
や
導
師
へ

の
賛
辞
、

ωそ
の
併
問
問
の
概
要
と
翻
誇
元

な
ど
の
提
示
、
制
定
経

・
翻
誇
・
開
板
の
依
頼
者
名
や
成
立
事
情
、

ω祝
福
文

言
と
い
う
四
つ
の
部
分
か
ら
成
る
が
、
二
ニ
一
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た
チ
ョ
イ
ジ

"
オ
ド
セ
ル
の
『
入
菩
提
行
疏
』
の
践
女
で
は
、
や
や
事
情
が
異
な
る
。
第

一

に
、
こ
の
註
疏
が
仁
宗
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
の
求
め
に
よ
っ
て
プ
タ
年
ハ
一

一一二

一
)
秋
の
最
初
の
月
の
一
日
に
完
成
し
た
こ
と
が
散
文
で
記
さ
れ
る
。
績
く
第

二
の
部
分
に
、

ω・
ωの
内
容
は
見
ら
れ
ず
、

ω誰
が
誰
の
褒
起
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
著
し
た
か
、
が
韻
文
で
述
べ
ら
れ
て
か
ら
、

ω祝
福
文
言
が
来
る
。

こ
の
第
二
の
部
分
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
川
仰
の
祝
福
文
言
の
中
に
長
蕎
や
多

雨
、
草
や
パ
タ
l
の
豊
か
さ
を
希
求
す
る
と
い
っ
た
遊
牧
民
の
俸
統
に
根
ざ
し

た
内
容
が
あ
る
黙
で
、
著
者
は
こ
の
よ
う
な
腕
稿
文
言
が
傍
教
哲
皐
作
品
の
政

文
に
お
い
て
許
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
と
す
る
。

同
様
の
特
殊
性
が
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
お
け
る
作
詩
法
ご
連
嘗
た
り

の
行
数
、
韻
律
、
リ
ズ
ム
、
押
韻
)
に
も
認
め
ら
れ
る
。
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』

に
お
い
て
韻
文
は
一
行
晶
画
た
り
六
J
七
一
音
節
、
二
行
の
針
句
形
式
か
ら
成
っ
て

い
た
の
に
射
し
て
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
お
い
て
は
一
行
嘗
た
り
九
i
一

一
音
節
川
四
行
で
一
連
を
成
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
二
二
世
紀
末
応

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
備
公

-oE〉
」
の
概
念
が
流
入
し
た
か
ら
で
あ
る
。

新
た
に
導
入
さ
れ
だ
「
四
行
詩
』
で
は
、
各
行
の
一
音
節
数
を
徐
々
に
増
や
し
た

り
、
奇
数
行
と
偶
数
行
の
音
節
数
や
韻
を
揃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
が
作

ら
れ
る
。

頭
頚
詩
法
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
の
技
法
は
八
|
九
世
紀
に
遡
る
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
出
土
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
に
お
い
て
既
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
著
者

は
こ
れ
を
ア
ル
タ
イ
諸
民
族
に
と
っ
て
本
源
的
な
作
詩
法
で
あ
っ
た
と
見
な
す
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が
、
ア
ル
タ
イ
諸
語
の
濁
自
の
設
展
と
共
に
頭
韻
詩
法
も
様
々
な
設
展
を
途
げ

た
た
め
、
原
初
的
共
通
性
を
失
っ
た
か
、
或
い
は
根
本
的
な
改
獲
を
被
っ
た
と

考
え
る
。
例
え
ば
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
お
い
て
、
頭
韻
四
行
詩
が
持
つ
行

頭
第
一
音
節
の
子
音
と
母
音
に
よ
る
通
常
の
押
韻
か
ら
の
褒
展
形
と
し
て
、
二

行
車
位
で
第
二
音
節
ま
で
押
韻
す
る
按
張
頭
韻
が
見
ら
れ
る

(
Z『
-
A
F
N

・
Z
-
ω
l

白

H
a
耳目
r
Z
E
c
-
-
-
-¥官
ユ
官
官
邑
・
・
・
¥
『
E
E自己『・・
・
¥a
S
P
E
-
--)。

ま
た
、
四
行
詩
で
は
頭
韻
と
並
ん
で
中
間
韻
や
脚
韻
も
見
ら
れ
、
脚
韻
の
中
に

も
針
韻
(
曲
同
rr)
・
交
差
韻
(
由

E
S
・
断
績
韻
〈
阻
害
σ・同
E
固
な
ど
)
と
い

っ
た
多
様
な
形
態
が
あ
る
。

こ
れ
ら
全
て
の
特
徴
は
、
〈
モ

γ
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
お
け
る
詩
作
が
、
一
一
一
一

世
紀
の
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
や
惇
存
す
る
古
風
な
口
承
の
民
衆
詩
よ
り
も
、
一

七
1

一
八
世
紀
の
古
典
期
モ
シ
ゴ
ル
語
の
詩
作
に
よ
り
近
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
V

は
、
古
典
期
毛
ン
ゴ
ル
語
形
成
の
搭
墜

期
を
一
ホ
す
重
要
な
資
料
と
な
る
と
、
著
者
は
結
論
附
け
る
。
ま
た
、
こ
の
揺
笠

期
に
モ
ン
ゴ
ル
文
皐
は
熔
接
諸
民
族
が
持
つ
書
世
相
文
皐
と
の
密
接
な
相
互
影
響

の
下
で
形
成
さ
れ
た
ι

そ
の
誼
嬢
と
な
る
の
は
、
ウ
イ
グ
ル
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語

(
本
書

Z
E
-
M
l
F
E
-
a〉
の
文
皐
作
品
が
-
般
に
綴
じ
込
ま
れ
た
篤
本
で

あ
り
、
グ
ル
ジ
ア
や
ベ
ル
シ
ア
の
歴
史
家
が
モ
ン
ゴ
ル
語
の
詩
作
を
引
用
し
た

と
い
う
事
賓
で
あ
る
。

以
下
、
凡
例
と
騎
窮
表
〈
二
九
|
一
一
一
一
頁
)
、
参
照
文
献
と
略
競
表
〈
一
二
一
一

|
四
二
頁
)
、
文
書
記
競
封
照
表
(
四
三

l
四
八
頁
〉
と
績
く
。

テ
ク
ス
ト
諜
一
庇
(
四
九
|
二

O
一
一
良
〉
本
書
の
主
要
部
分
を
成
す
こ
こ
で

は
、
全
テ
ク
ス
ト
いか
六
部
ハ
叙
事
詩
と
格
言
詩
、
傍
教
文
献
、
占
い
(
噛
郎
知
)
、

行
政
文
書
、
殺
と
宋
比
定
断
片
、
近
代
の
テ
タ
ス
ト
〉
に
分
類
さ
れ
る
。
内
容

は
以
下
の
と
お
り
。
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叙
事
詩
と
格
言
詩

Z
町田・困
1
4
・
・
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
l
物
語

z
g・∞
l

喧・・・
j妙
厳
賓
磁
論

(ω
与
EdMEggs-ιrc

併
数
文
献

翻
誇
傍
典

Z
E・
g-M回
・
・
・
入
菩
提
行

sazgミ
雪
印
お
岡
田
〉
【
疏
}

Z
冒
-
N
N
l
N
h
・
・
・
普
賢
行
願
讃
官
官
母
国
口

R
Z・
匂
包
帯
広

Z
E
-
H帥
E

Z
『
・
同
町
・
・
・
文
殊
菩
薩
一
百
官
。
名
焚
讃
(冨

S
E
E
E
B曲目同召何回同
C

Z
『
-Na---
般
若
波
羅
密
多
心
経

(pa自
Z
E
Z丹凶

-vza同)

Z
E
-
N
4
i
N
∞
・
・
・
妙
法
蓮
華
経
ハ
ω包
昏
R
B品
E
O
合
同
己

s・8
5
)

撰
述
併
数
文
献

Z『
P
N由
IS---
マ
ハ

1
カ
l
リ
1
讃
歌

Z
『・

8
・
・
・
般
若
波
羅
密
多
に
関
す
る
詩
作

Z
5・宮
la--‘
教
訓
詩

zz・8
l
M
唱
・
・
・
罪
報
に
関
す
る
詩
作

zz-怠
1

出
・
・
-
傍
の
所
業
に
関
す
る
詩
句

Z
『
・
ぉ
・
・
・
入
菩
提
行
論
抄

Z
『
・
怠
・
・
・
地
獄
め
ぐ
り
物
語

Z
『
・
怠
・
・
・
善
行
に
関
す
る
詩
句

一未
。比
定
傍
数
文
献

zz・品問
l
&・・・
‘傍
典
断
片

占
い
(
務
知
)

Z
2・
怠

i
g・u
・暦
書
断
片

行
政
文
書

Z
E・
g
-
g
【
細
目
は
後
述
】

殺
と
未
比
定
断
片

H
A
『・

2
・
・
・
ウ
イ
グ
ル
文
傍
奥
へ
の
政
文

Z
『
-g・
:
践
女
の
一
部

Z
『
-
S・
・
・
数
訓
的
作
品
(
?
)
の
断
片
:
-

Z
E
-
8
1定
:
・
未
比
定
断
片

Z
『・

8
・
:
パ
ス
パ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ

y
ト
表

一
近
代
の
テ
ク
ス
ト

沼『・

8
・
・
・
ア
ル
タ
の
手
紙

-Z-q-S・
・
・
試
し
刷
り
さ
れ
た
紙
面

-Z『
-g・
・
・
大
賓
積
経

2
5品目
E
Q予
告
白
昨
日
〉
官
同
一
切
吋
円
ロ

E
'回副自由・

自白}回帥可削ロ曲師同伴同曲)

H
A
『
-
S・
・
・
金
光
明
経

(ω
ロ
S
S名
門
阻
害
倒
的
曲
目
印
酌
可
白
)

Z
『-
H
e
e
-
7
(
カ
ル
ム
ィ
ッ

ク
語
〉
金
光
明
経

3
2
白
呂
田
有
国
ぴ

E
E
-

-
帥回円円曲一)

各
部
ご
と
、
或
い
は
纏
ま
っ
た
内
容
の
テ
ク
ス
ト
ご
と
に
附
さ
れ
た
文
献
解

題
は
嘗
該
分
野
の
研
究
史
・
研
究
動
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
讃
者
は
こ

の
部
分
を
逼
讃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
全
僅
像
を
容
易

に
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
射
し
て
各
テ
グ
ス
ト
に
附
さ
れ
た
膨
大
た
註

は
、
個
々
の
翠
語
や
文
脈
の
譲
み
・
解
得
に
つ
い
て
多
岐
に
わ
た
る
先
行
研
究

を
詳
細
に
引
用
・
検
討
し
た
も
の
で
、
質
・
量
と
も
に
今
世
紀
西
洋
モ
ン
ゴ
ル

皐
の
一
大
精
華
と
言
え
よ
う
。

語
晶
探
索
引
(
二

O
三|一一一一一

O
頁
〉
は
♂モ
ン
ゴ
ル
語
・
カ
ル
み
ィ
ッ
ク
語
・

固
有
名
詞
に
分
け
ら
れ
、
巻
末
に
窮
民
(
全
五
七
頁
〉
が
附
さ
れ
る
。

以
上
、
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
内
容
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

献
史
鼠
干
の
停
統
に
則
っ
た
一
女
資
料
の
提
示
に
止
ま
ら
ず
、
時
代
的
・
地
域
的
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に
限
定
さ
れ
た
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
を
、
庚
い
意
味
で
の
モ
ン
ゴ
ル
文
聞
宇
史

上
に
僅
系
的
に
位
置
附
け
る
最
初
の
試
み
で
も
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
に
お
い
て
本
書
は
如
何
な
る
債
値
を
持
っ
か
。

以
下
、
評
者
の
関
心
に
則
し
て
、
出
土
文
書
研
究
の
基
礎
と
な
る
古
文
字
皐
と
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
寅
態
を
示
す
行
政
文
書

(
Z『E
・

g
-∞
⑦
研
究
の
方
法
に
焦
黙
を
嘗
て
つ
つ
、
検
討
し
た
い
。

文

字

と

言

語

出
土
文
書
の
年
代
比
定
に
は
、
テ
ク
ス
ト
が
持
つ
古
文
字
拳
的
・
言
語
聞
学
的

年
代
指
擦
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
よ
う
に
後
代
の

篤
本

(
Z『
・
喧
晶
)
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
、
文
字
表
記
に
反

映
さ
れ
た
年
代
指
標
を
鱒
潟
に
再
現
す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
は
始
ま
る
。

こ
の
目
的
で
本
書
で
は
、
「
先
古
典
期
モ

γ
ゴ
ル
文
語
」
用
の
リ
ゲ
テ
ィ
式

縛
篤
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
文
語
の
ロ
ー
マ
字
縛
篤
法
は
、
先
ず
一

七
l
一
八
世
紀
の
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
の
正
書
法
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ポ
ッ
ベ
式
縛
潟
法
〔
汚
名
司

o
g
E〕
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ

に
先
立
つ
「
先
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
」
(
一
一
ニ
|
一
五
世
紀
〉
に
お
い
て
は

正
書
法
が
未
定
立
で
あ
っ

た
と
見
な
さ
れ
、
不
統
一
な
文
字
綴
り
を
逐
一
再
現

す
る
た
め
に
新
た
な
方
法
が
考
案
さ
れ
た
。
こ
れ
が
リ
ゲ
テ
ィ
式
抽
特
定
法
で
あ

り
、
今
や
欧
米
の
皐
界
で
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
縛
定
法
で
は
、
古
典
期

モ
ン
ゴ
ル
文
語
の
正
書
法
が
基
準
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
表
記
が
あ
れ

ば
識
別
符
就
が
附
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
正
書
法
の
理

解
が
前
提
と
さ
れ
る
。
本
書
で
も
、
い
か
な
る
場
合
に
識
別
符
放
が
附
け
ら
れ

る
か
が
説
明
さ
れ
て
い
る
(
二
九
頁
)
が
、
や
や
簡
略
に
過
・
き
る
た
め
、
リ
ゲ

テ
ィ
自
身
が
渡
表
し
た
縛
篤
表
に
遡
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
(
ピ

mg
巴吋
N
H

由
1
H
N
・
な
お
、
こ
の
捕
特
定
表
の
二
箇
所
の
誤
植
は

3
2
E
r
R
g
a
H
N
ω
に

よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
)
。
こ
の
縛
篤
シ
ス
テ
ム
の
理
解
に
関
連
し
て
、
本
書
で

も
無
用
の
混
蹴
を
避
け
る
た
め
に
一
箇
所
訂
正
が
必
要
で
あ
る
。

〔
一
一
頁
〕
最
も
煩
雑
な
注
¥
・
¥
同
¥
と

S
F
e
z
p
字
の
正
書
法
に

つ
い
て
、
「
後
代
【
古
典
型
の
語
末
形

T
A
2
き
が
語
中
【
の
母
一
孟
一
日
の

前
]
に
も
書
か
れ
る
例
」
白
石
自
(
沼
『
・
4
H
6
は
、
と
宮
口
に
訂
正
す
べ
き
。

語
中
の
母
一
音
の
前
で
は
必
ず
《
E
Z
F
字
を
書
く
と
い
う
古
典
期
正
書
法
に
嬢

れ
ば
単
語
田
-Zロ
「
金
」
は

=
F
り・
2
と
書
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

u

戸、
H
4
Z

(

4

)

 

と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
文
字
表
-
記
記
に
年
代
指
標
が
投
影
さ
れ
る
例
と
し
て
三
黙
指
摘
し
た

、し

〔
=
一
ニ
頁
〕
モ
ン
ゴ
ル
文
語
の
綴
り
字
が
モ
ン
ゴ
ル
語
z

呈音z音
目
韻
の
歴
史
的
鰍
蟹民

化
を
反
映
す
る
と
い
う
文
脈
で
、
「
【
母
音
の
】
逆
行
同
化
は
そ
う
頻
繁
に
は

見
ら
れ
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
例
外
的
に
本
書
の

o
g
-
-
E身
な
ど
一

O
の

草
語
の
第
一
音
節
の
母
音
は
、
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
の
与
巳
「
冬
」
、
色
野

「
日
」
な
ど
か
ら
逆
行
同
化
で
生
じ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
評
者
の
考
え
で

は
、
こ
れ
こ
そ
歴
史
的
努
化
に
反
す
る
解
緯
で
あ
る
。
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語

は
一
七
世
紀
以
降
の
文
語
の
放
態
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
古
い

〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
綴
り
字
に
影
響
を
輿
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ

も
そ
も
こ
れ
ら
の
皐
語
が
一
回
世
紀
以
前
に
第
一
音
節
に
も
母
一
音
?
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
歪
嬢
は
ど
こ
に
も
無
い
。
む
し
ろ
、
与

g出
ロ
「
草
」
、
官
自
民
円
「
銭
」

と
い
っ
た
一
一
一
一
|
一
四
世
紀
に
も
第
一
音
節
に
母
一
音
。
を
持
っ
て
い
た
と
在
査

さ
れ
る
皐
語
が
、
後
に
口
語
に
お
い
て

5
8
E
↓

α
g
z
p
g自
身
↓
忌
自
身

と
逆
行
同
化
に
よ
っ
て
園
唇
化
し
た
際
に
、
新
し
い
口
語
形
か
ら
の
類
推
に
よ

っ
て
与
B
F
E
E
H
と
い
う
過
剰
修
正
形
が
作
ら
れ
た
(
す
な
わ
ち

C
E
-
-
+

-110ー
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og--E岱
吋
↓
包
位
。
と
見
な
す
服
部
設
〔
服
部

J

一
九
四
一

(
H
一
九
八
六
、

三
八
八
|
三
九
三
頁
〉
〕
の
方
が
説
得
力
を
持
つ
。
古
典
期
モ
ン
ゴ

ル
文
語
の

綴
り
字
が
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
の
時
代
よ
り
更
に
古
い
「
古
代
モ
ン
ゴ
ル

語
(
〉

2
5ユ
冨
Smo--白
ロ
〉
」
の
吠
態
を
反
映
す
る
と
い
う
よ
う
な
歴
史
的

に
根
援
の
な
い
認
識
は
捨
て
去
り
、
ウ
イ
グ
ル
字
で
書
か
れ
た
モ

γ
ゴ
ル
文
語

の
歴
史
は
一
一
一
一
世
紀
か
ら
始
ま
っ
た
と
見
な
し
、
先
古
典
期
か
ら
古
典
期
へ
の

裂
展
過
程
を
こ
そ
問
題
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ヨ
〔
一
六
九
頁
〕
テ
ク
ス
ト
の
翻
字
(
吋
河
〉
Zω
口
吋
何
回
同
〉
、
口
O
Z
)
と

鴇
寓
公
認
ロ
凹
ロ
ユ
ヌ
-o白
〉
を
併
記
せ
ず
、
縛
篤
だ
け
で
翻
字
も
再
現
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が
リ
ゲ
テ
ィ
式
の
方
針
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
テ
ダ
ス
ト

Z
『・

8

一
一
行
目

2
可
出
と
そ
れ
に
到
す
る
註
υ

「
二
重
母
音
の
二
つ
自
己
の
園
弧

は
下
側
が
閉
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
目
の
よ
う
に
見
え
る
」
は
、
「
む
し

ろ
宮
子
〈
百
)
字
の
よ
う
に
見
え
る
」
と
表
現
し
、
『
冊
子
字
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に

2
ア
同
と
梼
鷹
ず
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら

問
題
の
語
3
E
M
で
は
、
別
の
テ
グ
ス
ト
で
は
3
4〈

M'w
〈Z
『・

8
同H
A
C

と
君
主
匂

字
を
使
っ
て
書
か
れ
て
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
の
見
解
は
、
こ
の
場
合
の

ロ
を
表
わ
す
文
字
に
は
君
主
ミ
と
ち
ι
の
ご
と
き
二
つ
の
異
種
字
が
あ
る
、

或
い
は
耳
目
司
に
は
宮
内
同
の
ご
と
き
書
き
方
も
あ
る
と
解
簿
で
き
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
同
様
の
表
記
の
「
ゆ
れ
」
は

A
ミ信仰
5
(
Z『
-gHH⑦
J
宮
口
岱
ロ

(
Z
2・4
e
ユ叩・

5
・
4
品
同
区
・
混
同
タ
∞
h
H
H
6
1台
4
2ロ
(
Z
E
-
gユ
タ

g
H
H
S

に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
'「
ゆ
れ
」
は
、

2
と
い
う
母

音
速
績
が
、
時
に
は

E
a
g
(母
音
接
績
)
を
含
み
、
時
に
は
二
重
母
音
と

し
て
、
ま
た
時
に
は
二
番
目
の
母
音
が
も
字
で
示
さ
れ
る
ほ
ど
に
弱
化
し
、

(
5
V
 

[
阻
唱
]
と
護
一
孟
一
目
さ
れ
て
い
た
と
い
う
言
語
事
責
(
名

gny--n宮
c
m
m与
g
Z
H
C

の
反
映
と
見
な
し
得
る
。
中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
の
年
代
指
標
は
、
パ
ス
パ
字
モ
ン

ゴ
ル
語
や
漢
字
モ
ン
ゴ
ル
語
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ
グ
ル
字
モ

γ
ゴ
ル
語
に
よ
っ

て
も
示
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
テ
ダ
ス
ト
の
縛
篤
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ

久
ノ
。

〔
一
九
六
頁
〕
定
『
・

8
1同
(
吋
・
〈
・
ミ
)
は
パ
ス
パ
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
表
で
あ
る
が
、
興
味
を
そ
そ
る
の
は
ウ
イ
グ
ル
字
で
そ
の
譲
み
方
が
並
-
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ス
パ
字
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
語
字
母
〈
三

O
子

音
字
)
の
順
番
に
書
か
れ
て
お
り
、
子
王
国
字
に
績
い
て
四
つ
の
母
音
字
、
そ
し

て
最
後
に
二
つ
の
濁
自
の
パ
ス
パ
{
子
宮
ーと
苫
が
来
る
(
四
行
自
は
別
の
内

容
だ
ろ
う
〉
。
こ
の
濁
自
の
二
文
字
が
チ
ベ
ッ
ト
語
の
表
記
に
は
使
わ
れ
ず
、

モ
ン
ゴ
一ル
語
・
漢
語
・
ウ
イ
グ
ル
語
の
表
記
に
特
に
嘗
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う

理
由
で
、
著
者
は
書
き
手
を
チ
ベ
ッ
ト
人
で
は
な
く
モ
ン
ゴ
ル
人
か
ウ
イ
グ
ル

人
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
表
を
な
ぜ
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
と
見
な
し
た
か
、
著

者
は
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
恐
ら
く
、
二
行
自
の
パ
ス
パ
字
加
国
に

並
記
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
字
が

u
B
L
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
ウ
イ
グ
ル
字
は

ウ
イ
グ
ル
語
に
存
在
し
な
い
モ
ン
ゴ
ル
語
の
ザ
を
篤
し
て
い
る
と
見
な
し
た

か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
書
き
手
は
ウ
イ
グ
ル

文
字
ウ
イ
グ
ル
語
に
特
徴
的
な
三
文
字
1

1
パ
ス
パ
字

Z
-
A
P
E
そ
れ
ぞ

れ
に
並
記
さ
れ
た
三
つ
の
ウ
イ
グ
ル
字

ωニ
黙
の
附
さ
れ
た
宮
子

ω尻

尾
の
短
い
官
任

ω尻
尾
の
長
い
官
任
ー
ー
を
も
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

パ
ス
パ
字
宮
は
、
周
知
の
よ
う
に
中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
の
語
頭
の
ザ
を
表
記

す
る
も
の
だ
が
、
ウ
イ
グ
ル
字
に
こ
れ
を
表
わ
す
文
字
は
無
い
。
本
表

ωの
交

字
は
、
こ
の
パ
ス
λ
字
宮
に
ウ
イ
グ
ル
字
で
封
一
昌
一
回
を
示
し
た
珍
し
い
例
で

あ
る
。

-ωと
ωの
文
字
は
ソ
グ
ド
文
字
に
お
け
る
伺

50-
と

r
a
r
で
あ

り
、
ウ
イ
グ
ル
語
に
借
用
さ
れ
て
か
ら
は
皐
語
末
で
「
尻
尾
の
短
い
宮
仔
字
」

(
6
)
 

と
「
尻
尾
の
長
い
円
高
岳
字
」
と
し
て
ア
占
の
匿
別
を
表
わ
し
て
い
た
?
こ

-111ー
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の
区
別
は
モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
の
ウ
イ
グ
ル
語
に
お
い
て
は
消
滅
し
つ
つ
あ
っ

た
〔
森
安
一
九
八
九
、
三
|
五
頁
〕
が
、
パ
ス
バ
字
成
立
(
一
二
六
九
年
〉
後

の
、
紛
れ
も
な
い
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

γ
に
お
い
て
、
尻
尾
の
短

長
の
匿
別
が
官
と
い
う
パ
ス
パ
字
(
モ
ン
ゴ
ル
語
の
¥
問

¥-K¥・
ウ
イ
グ

ル
語
の
¥
可
¥
・
¥
』
¥
を
表
わ
す
)
と
苫
と
い
う
パ
ス
パ
字
(
純
粋
の
モ

γ
ゴ

ル
語
や
ウ
イ
グ
ル
語
で
は
な
く
、
外
来
語
や
漢
語
に
お
け
る
摩
擦
音
¥
H
¥

を

(
7〉

表
わ
す
)
に
そ
れ
ぞ
れ
嘗
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
新
た
な
言
語
事
貨
は
注
目
に

値
す
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
ウ
イ
グ
ル
字
が
ウ
イ
グ
ル

文
字
ウ
イ
グ
ル
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
上
衣
に
揃
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

知
ら
れ
て
い
る
五
黙
の
ウ
イ
グ
ル
文
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
の
う
ち
で
、
ツ
ィ

1
メ
に
よ
っ
て
一

O
世
紀
頃
に
年
代
比
定
さ
れ
た
吋

z
b
r
(
C
8
)
で
は
二

一
の
ウ
イ
グ
ル
字
母
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
問
題
の
三
字
母
の
形
は

正
に
本
テ
ク
ス
ト
と
相
態
す
る
〔
N
5
H
H
叩

H
S
T
2吋
1
8
0
〕
。
一
方
、
モ
ン
ゴ

ル
語
は
語
末
に
¥
問
¥
・
¥
』
¥
と
い
う
音
韻
的
針
立
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
の
よ

う
な
書
き
分
け
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
し
、
寅
際
に
書
き
分
け
ら
れ

た
例
も
無
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
は
、
三
一
種
類
の
宮
子

字
を
記
憶
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
を
皐
習
す
る
た
め

に
作
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
以
下
の
黙
が
評
者
の
自
に
附
い
た
。

Z
『・
4
N
E
H
M
叩
ロ
日
縛
寓
門
出
白
V
C
E
ロ
に
制
到
す
る
註
「
テ
ク
ス
ト
日

0
・回当岡山

d
y」
で
は
、
園
周
格
・
ロ
ロ
が
語
頭
形
で
書
き
始
め
ら
れ
る
珍
し
い
例
で
あ
る
こ

と
を
強
調
じ
、
一
捕
時
寓
に
宮

Z
1
5
と
反
映
さ
せ
る
べ
き
。
F
d
o
m
H
V
R
E

E
も
「
2
・uzロ
【
評
者
の
翻
字
で
は
司
当
H
N
・
4
2
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
奥
位
格
語
尾
・
片
岡
町

¥'E♂『件。
¥
'
L
O

の
表
記
に
、
直
前
の
単
語
末
の
文
字

に
関
係
な
く
専
ら
宮
司
字
が
使
わ
れ
ハ

-50
叫
口
市
広
町
エ
ロ
♂

2
5
ロ
l
H
N
H

回一ロ

'
Z
P
2
5
5
H
g
r巴・
2
6、《四回一
2
7
字
は
使
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら

見
る
と
、
こ
の
テ
グ
ス
ト
の
書
き
手
は
格
語
尾
を
も
附
属
語
扱
い
せ
ず
、
濁
立

語
と
見
て
、
一
貫
し
て
語
頭
形
を
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。

Z
『・

2
L
5
0
H白
日
円
四
回
苫
各
自
(
一
)
に
註
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
脈
と

書
式
か
ら
剣
断
し
て
、
濁
誇
「
終
わ
っ
た
」
が
動
詞
円
山
田
苫
凹
・
「
終
わ
る
」

+
・
品
自
と
い
う
讃
み
に
基
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
。
'
品
目
と
い
う
移
動
調
語

尾
は
、
『
黒
惜
抽
出
土
文
書
(
漢
文
文
書
巻
〉
』

E
S日
当
民
(
至
正
十
三
年
亦

集
乃
路
線
管
府
溌
給
の
税
糧
納
付
命
令
書
〉
末
尾
に
附
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
字
モ

ソ
ゴ
ル
語
一
行
三
与

g
に
わ
ず
か
に
在
詮
さ
れ
る
の
み
〔
李
逸
友
(
編
著
)

一
九
九
一
、
二
三
、
一
八
四
1

五
頁
、
園
版
診
陸
〕
o
-
動
詞
出
}
守
「
見
る
」
が

過
去
形
と
共
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
納
税
手
績
き
の
完
了
を
徳
管
府
が
認
め

た
由
で
あ
る
。
隻
方
と
も
、

B
F州民

¥-rs
の
強
調
形
?
と
し
て

-Eロ
¥
a
r
g

が
突
渡
的
に
現
わ
れ
た
と
見
な
し
て
お
き
た
い
。

-112ー
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書

政

文

〈
モ
ソ
ゴ
ル
語
文
献
〉
中
の
計
一
九
端
、
行
政
文
書

(
Z
E・
g
-
g〉
は
、

一
一
一
一
ー
ー
一
四
世
紀
の
モ

ン
ゴ
ル
支
配
時
代
と
い
う
庚
い
枠
組
み
の
中
で
、
チ
ャ

ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
に
お
け
る
文
書
行
政
の
貧
態
を
知
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
大

元
ウ
品川
ス
と
の
交
渉
や
勢
力
関
係
を
知
る
た
め
に
も
重
要
な
一
次
史
料
で
あ

る
。
近
年
、
日
本
で
は
モ
ン
ゴ
ル
帯
圏
及
び
大
元
ウ
ル
ス
裂
令
命
令
文
書
の
研

究
に
大
き
な
進
捗
が
見
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
共
に
、
各
ウ
ル
ス
に
お
い
て

笈
令
さ
れ
た
命
A
麦
書
を
も
網
羅
閏
に
研
究
し
、
各
々
に
共
通
な
側
面
と
、
時

代
差
・
地
域
差
と
を
抽
出
す
る
作
業
が
次
段
階
と
し
て
要
求
さ
れ
始
め
て
い

る
。
ま
た
一
方
で
、
ウ
イ
グ
ル
文
書
研
究
の
著
し
い
進
展
と
共
に
、
モ

γ
ゴ
ル

文
命
令
文
書
に
は
ウ
イ
グ
ル
文
書
を
特
徴
附
け
る
諸
要
素
の
反
映
ハ
借
用
語
・



カ
ル
ク
・
書
式
に
至
る
ま
で
)
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
今
や
そ

γ
ゴ
ル
文
命
A
官
文
書
の
研
究
に
は
ウ
イ
グ
ル
文
書
研
究
の
最
新
成
果
を
踏
ま
え

る
こ
と
が
不
可
飲
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
鑑
み
れ
ば
、
大

元
ウ
ル
ス
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
接
黙
で
あ
る
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
か
ら

出
土
し
た
こ
れ
ら
の
行
政
文
書
が
持
つ
二
つ
の
性
格
、
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
ル
時

代
の
文
書
行
政
を
特
徴
附
け
る
こ
大
要
素
|
|
モ
ン
ゴ
リ
ズ
ム
と
ウ
イ
グ
日
ズ

ム
ー
ー
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
共
時
的
に
は

E
大
圏
家
モ
ン
ゴ
ル
帯
園
の

檎
威
と
権
力
が
如
何
な
る
存
在
形
態
を
取
っ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
係
わ

る
。
ま
た
、
逼
時
的
に
は
こ
れ
ら
の
混
沌
と
し
た
要
素
が
、

一
五

l
一
六
世
紀

の
暗
黒
時
代
を
経
て
一
七
|
一
八
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
開
花
期
に
ま
で
俸

存
す
る
過
程
に
お
い
て
、
停
統
文
化
の
基
層
の
形
成
に
如
何
な
る
影
響
を
奥
え

た
か
と
い
う
よ
り
大
き
な
問
題
に
ま
で
係
わ
る
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
黙
の
文
書
官
著
者
は
以
下
の
よ
う
に
性
格
附
け
し
て
い
る
(
括
弧
内
は

設
令
年
、
震
令
の
権
威
者
名
と
渓
令
者
名
)
。

Z
円・

8
:
・
田
地
に
制
到
す
る
菟
税
文
書
(
一
三
六
九
年
、
イ
リ
ア
ス
n
ホ

l
ジ
ャ
の
権
威
に
基
づ
く
ケ
ド
メ
H

パ
l
ト
ル
裂
令
)

害
・

2
・
・
・
あ
る
寺
院
に
封
す
る
克
税
〈
ヘ
ピ
年
、
護
A
官
者
不
明
〉

H
4
『
-
S・・・
コ
一
集
落
に
制
到
す
る
菟
税
(
一
三
五
二
年
、
ト
ウ
グ
ル
グ
H

テ

ム
ル
設
令
〉

Z
『・

2
・
・
・
あ
る
濯
瓶
設
備
管
理
官
に
劃
す
る
任
命
書
(
ご
ニ
四
八
乃
至

は
二
三
ハ

O
年
、
ト
ウ
グ
ル
グ
H

テ
ム
ル
護
令
)

H
4
『・
4
N
・
・
・
葡
萄
酒
運
迭
人
用
パ
ス
ポ
ー
ト
(
二
二
五
三
年
、
ト
ゥ
グ
ル

グ
n
テ
ム
ル
妥
令
)

Z
『回

-a・
2
・
・
・
葡
萄
酒
税
徴
牧
人
用
の
二
湿
の
パ
ス
ポ
ー
ト
(
て
ヒ

ツ
ジ
年
、
ヵ
ン
の
権
威
に
基
づ
く
ベ
グ
叶
テ
ム
ル
設
令
二
、
一
一
一
一
一
ニ
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八
年
、
イ
ス
ン
"
テ
ム
ル
の
権
威
に
基
づ
く
設
令
〉

Z
『

-a・
:
急
使
(
同
ロ
2
5
)
用
パ
ス
ポ
ー
ト
ハ
ヒ
ツ
ジ
年
、
震
令
者
不

明
)

Z
『

-a・
・
・
あ
る
賠
償
に
関
す
る
裁
定
ハ
二
ニ
二
六
年
、
ケ
ベ

グ
設
令
U

ZZ-
コ1
2・
・
・
内
容
不
詳

Z
『出・∞
N
-

毘
・
:
家
畜
所
有
・
家
畜
税
リ
ス
ト
(
ト
リ
年
J
ウ
シ
年
)

Z
『
-
E・
・
・
あ
る
家
畜
腐
盗
犯
に
闘
す
る
剣
決
書
〈
タ
ツ
年
、
設
令
の
権

威
元
不
明
、
断
事
官
設
令
〉

zg-思
-
g
:・
門
衛
長
へ
の
指
令
書
(
ト
ラ
年
、
後
令
者
不
明
〉

本
書
の
功
績
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
つ
話
し
て
扱
う
に
際
し
て
「
書
式
」
を

定
型
化
し
、
さ
ら
に
濁
特
の
「
撞
頭
形
式
」
を
明
ら
か
に
し
た
勲
に
あ
る
。
評

者
ら
は
大
元
ウ
ル
ス
褒
令
命
令
文
書
に
つ
い
て
同
様
の
親
貼
か
ら
「
大
元
ウ
ル

ス
書
式
」
〔
中
村
・
松
川
一
九
九
=
一
、
一
五
|
二
こ
頁
〕
を
提
唱
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
比
す
れ
ば
こ
こ
で
分
析
さ
れ
た
書
式
を
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
書

式
」
と
名
附
け
て
も
よ
か
ろ
う
。

著
者
に
よ
る
定
型
化
の
特
徴
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
以
来
の
外
交
文
書
の
雛

形
に
撮
っ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
こ
の
種
の
定
型
化
は
シ
ュ

1
3
n
r
c
r
巴
ミ
リ

ロ
∞
!
口
町
〕
が
先
鞭
を
附
け
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
で
示
さ
れ
た
枠
組
み
(
一

六
五
|
一
六
七
頁
)
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

ー
、
外
枠

T
ム

-

T
ム

-113ー

祝
福
文
言
・
:
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
で
は
欲
。

導
入
部

1
・
2
・
1

様
限
附
奥
・
:
嘗
該
の
文
書
が
究
極
的
に
誰
の
擢
威
に
基

づ
く
か
を
示
す
。

祈
願
・
:
「
と
こ
し
え
の
天
の
カ
に
て
」
の
よ
う
な
祈
願

T
ム
・
今
ム
“

官ム

-

q
tu

-
n
G



114 

文
は
、
統
治
者
の
裂
令
文
書
に
の
み
現
わ
れ
、
〈
モ
γ

ゴ
ル
語
文
献
〉
の
よ
う
な
地
方
役
人
致
令
文
書
で
は
候
。

設
令
者
名
表
示
と
文
書
の
型
宣
言
:
・
文
書
護
令
者
本
人

の
名
前
と
文
書
の
タ
イ
プ
。

通
知
さ
れ
る
管
轄
機
関
と
褒
令
劉
象
者
・
・
・
文
書
の
受
取
人
た
る

稜
令
封
象
者
が
愛
令
者
に
よ
っ
て
奥
え
ら
れ
た
諸
権
限
を
行
使

し
得
る
管
轄
機
関
・
人
物
。

結
末
部
:
・
「
(
ニ
シ
ャ
ン
印
入
り
の
〉
文
書
を
奥
え
た
」
と
い

う
定
型
句
と
、
設
令
年
月
日
・
裂
令
地
。

2
、
内
容
【
1
7
3
と
1
・
4
の
聞
に
挿
入
さ
れ
る
】

2・

1

文
書
の
合
法
性
:
・
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
で
は
歓
。

2
・
2
稜
令
封
象
者
・
:
文
書
受
取
人
。
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
で
は
、

ほ
ぼ
常
に
「
こ
〈
れ
ら
)
の
」
と
い
う
指
示
代
名
詞
を
伴
う
。

2
・
3

背
景
説
明
:
・
指
令
後
令
の
背
景
。
次
項
2
・
4
と

E
F
「
l
な

の
で
」
と
い
う
副
詞
や
燦
件
節
で
結
ぼ
れ
る
。

2
・
4
取
り
決
め
事
項
:
・
寅
際
の
命
令
。
，
Z
『曲目¥・
8
m巳
(
一
二
人
稽
に

劉
す
る
命
令
語
尾
)
な
ど
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

2

・
5

罰
則
文
書

こ
の
定
型
化
は
大
元
ウ
ル
ス
裂
令
命
令
文
を
も
含
ん
だ
枠
組
み
な
の
で
、
〈
モ

γ
ゴ
ル
語
文
献
〉
に
存
在
し
な
い
項
目
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大
元

ウ
ル
ス
書
式
と
の
相
違
に
着
目
し
て
検
討
し
た
い
。

1
・
1

腕
稿
文
言
は
本
書
の
行
政
文
書
に
は
現
わ
れ
な
い
。

シ
ュ
l
に
擦

れ
ば
一
二
五
四
年
ク
ピ
ラ
イ
褒
令
パ
ク
パ
宛
て
チ
ベ

y
ト
文
書
簡
冒
頭
の

O
同省

帥

S
伯
仲
即
位
匙

EEH障
を
指
す
〔
ω各回
r
S吋
斗

H5AH〕
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

種
の
祝
一
一
順
文
言
は
大
元
ウ
ル
ス
裂
令
モ
ン
ゴ
ル
文
命
令
文
書
に
も
見
ら
れ
な

ーム

-

q
tu

・句。

可

i

・

勾

δ

唱

A

・4
H宮

い
か
ら
、
む
し
ろ
ク
ピ
ラ
イ
の
手
紙
が
チ
ベ
ッ
ト
語
に
羽
一
持
さ
れ
た
段
階
で
附
加

さ
れ
た
例
外
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ー・

2
・
2

祈
願
は
「
と
こ
し
え
の
天
の
力
に
て
、
大
い
な
る
偉
震
の
輝

き
の
加
護
に
て
」
な
ど
の
官
頭
定
型
句
を
指
す
。
評
者
の
見
解
で
は
、
こ
の
項

は
1
・

2
・
1
権
限
附
輿
の
項
と
相
補
分
布
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
雨
者

を
ま
と
め
て
「
権
威
の
所
在
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
「
と
こ
し
え
の
天
」
を
権

威
附
け
に
利
用
す
る
の
は
大
元
ウ
ル
ス
皇
族
の
護
令
か
、
或
い
は
モ
ン
ゴ
ル
帯

園
の
封
外
文
書
に
限
ら
れ
、
「
大
い
な
る
偉
盤
の
輝
き
の
加
護
に
て
」
は
大
カ

l
ン
の
権
威
附
け
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
本
書
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
書
式
に
現
わ
れ
な
い
所
以
で
あ
る
。

1
・
4
結
末
部
の
「
ニ
シ
ャ
ン
印
入
り
の
」
と
い
う
表
現
は
大
元
ウ
ル
ス

書
式
に
現
わ
れ
な
い
。
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
に
お
け
る
「
タ
ム
ガ
書
式
」
か

ら
「
ニ
シ
ャ
ン
書
式
」
へ
の
移
行
〔
山
田
一
九
七
八
〈

1
一
九
九
三
、
四
九

八
l
四
八
四
頁
〉
〕
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
文

書
に
押
さ
れ
た
印
が
墨
印
で
あ
る
か
朱
印
で
あ
る
か
も
書
式
分
析
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
が
、
一
九
黙
の
行
政
文
書
の
う
ち
マ
イ
ン
ツ
に
移
管
さ
れ
て
い
た
五

貼

(
Z『
E
・
g
-
s・
g
・
4
N
-
E
)

に
つ
い
て
、
こ
の
蓬
い
が
一
書
誌
情
報
に
示

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
稜
令
年
月
日
表
示
の
う
ち
「
月
の
後
牢

E
2
2る
の
」
と
い
う
表
現
は
濁
特
。
大
元
ウ
ル
ス
書
式
で
は
十
準
法
で
数

え
る
。
こ
の
「
後
半
」
が
二
ハ
日
か
ら
始
ま
る
の
か
二
一
日
か
ら
な
の
か
未
だ

結
論
は
出
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
数
え
方
の
来
歴
も
不
明
。

2
・
1
文
書
の
合
法
性
と
は
、
先
代
皇
帝
名
を
列
翠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

先
代
の
端
技
令
内
容
の
有
数
性
を
認
め
、
本
渡
令
の
合
法
性
を
強
化
す
る
文
言

句
会
岳
H
S
4
H
H吋
H
〕
を
指
す
。
こ
の
種
の
「
統
治
者
の
代
替
わ
り
時
の
権
威

の
継
承
」
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
を
通
じ
て
大
元
ウ
ル
ス
書
式
に
濁
特
。
む
し

-114ー



115 

ろ
、
大
元
ウ
ル
ス
書
式
を
特
徴
附
け
る
も
の
で
あ
る
。

2
・
2

設
令
制
到
象
者
の
原
文
三
行
目

U
U吉田昨日
0

は

Z
R
a
-
o
に
訂
正
。

以
上
の
項
目
と
益
ん
で
書
式
を
特
徴
附
け
る
重
要
な
要
素
と
し
て
撞
頭
・
卒

出
形
式
が
あ
る
。
卒
出
は
文
書
中
で
敬
う
べ
き
語
を
改
行
に
よ
っ
て
行
頭
に
配

し
、
前
行
と
同
じ
高
さ
か
ら
書
き
出
す
漢
文
文
書
め
手
法
で
あ
り
、
大
元
ウ
ル

ス
書
式
で
も
皇
帝
名
、

Y
ユ
々
、
天
、
穆
迦
牟
尼
な
ど
の
「
聖
な
る
語
」
に
つ

い
て
、
こ
の
方
法
で
敬
意
が
表
現
さ
れ
る
(
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
文
の
文
書
原

物
に
援
る
)
。
こ
れ
に
謝
し
て
本
書
一
六
七
頁
で
新
た
に
指
摘
さ
れ
た
方
法
は
、

「
聖
な
る
語
(
文
書
の
愛
令
者
名
を
含
む
〉
」
の
直
前
で
改
行
し
て
卒
出
形
式

を
と
る
と
共
に
、
そ
の
直
後
の
何
行
か
の
行
頭
を
二
|
一
-
一
セ
ン
チ
低
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
敬
意
が
表
現
さ
れ
る

(
Z『
-
g
b
-
H
H少

Z
『
-
g
q
-
Z『・
40HHN
な

ど
〉
。
著
者
は
こ
の
方
法
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
書
の
飲
損
部
を
再
構

成
で
き
る
と
し
、
例
と
し
て

Z
『・
4
明
同
町
二
伝
〔
・
・
・
〕
、
と
い
う
語
は
、
績
く
ニ
行

の
行
頭
が
低
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
決
し
て
地
名
で
は
無
く
、
自
由
ロ
-z

出
向
一
守
宮
同
「
我
ら
の
命
令
に
よ
っ
て
」
の
よ
う
な
聖
な
る
語
で
あ
ろ
う
と
推
測

す
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
敬
意
の
表
現
形
式
は
漢
文
文

書
、
大
元
ウ
ル
ス
書
式
、
そ
し
て
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
も
見
ら
れ
ず
、
来
歴
を
辿

れ
な
い
黙
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
に
お
い
て
示
さ
れ
る
モ

ン
ゴ
ル
皇
帝
己
ミ
喜
由
へ
の
敬
意
は
、
卒
出
(
山
田
一
九
九
三
、
第
二
巻
、

宮
芯
ωlHm〉
、
撞
頭
(
山
田
一
九
九
三
、
第
二
巻
、

ω同ロ
1
5・

rロ
ー
ロ
・
開

g

oHIH3
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
だ
け
で
、
著
者
が
指
摘
す
る
タ
イ
プ
は
知
ら

(
補
註
1
)

れ
て
い
な
い
。
な
お
著
者
は
「
因
み
に
」
と
し
つ
つ
も
『
入
菩
提
行
疏
」
欧
文

ハ
Z
『・

8q-
ユN
-

己
・
己
ω〉
に
卒
出
に
よ
る
敬
意
の
表
現
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
の
形
式
は
大
元
ウ
ル
ス
書
式
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
チ
ャ

ガ
タ
イ
式
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
っ
た
。

以
下
、
土
地
の
所
宥
と
運
周
に
係
わ
る
菟
税
特
権
・
管
理
権
の
附
輿
を
内
容

と
し
た

Z
『

p
s・
g-s・
2
に
つ
い
て
評
者
の
集
が
附
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
い
。

Z
『
-g
は
文
書
の
保
持
者
た
る
テ
グ
ル
が
ピ
シ
ユ
パ
リ
ク
に
滞
在
中
に
限

っ
て
、
シ
γ
グ
ギ
ン
グ
に
お
い
て
彼
が
所
有
す
る
「
池
の
団
地
L

の
課
税
を
菟

除
す
る
と
い
う
内
容
。

E
Z
白
日
ロ
}
呉
氏

J

円唱曲・
0
m
o
』
昆
曲
目
仏
国
吉
田

VE---ー

l
こ
の
文
書
で
問

題
に
さ
れ
る
田
地
に
つ
い
て
、
「
彼
(
テ
グ
ル
〉
は
(
こ
の
〉
先
租
代
々
の
所

有
地

?
Y
E
H
)
を
ユ
ス
か
ら
購
入
し
て
(
こ
の
〉
土
地
を
耕
し
た
」
と
謬

す
。
こ
の
己
}
同
百
円
を
著
者
は
「
王
室
財
産
」
と
見
な
す
が
、
そ
の
根
援
は
、

デ
ル
フ
ァ
ー
が
ア
ル
ダ
ピ

I
ル
出
土
ベ
ル
シ
ア
語
・
ウ
イ
グ
ル
語
合
壁
文
書
ウ

イ
グ
ル
文
面
に
見
ら
れ
る
同
じ
語
を
、
ベ
ル
シ
ア
語
面
の
文
脈
か
あ
説
明
し
た

と
こ
ろ
に
あ
る
〔
ロ
O
R
F
H
S
a
r
M
M
H
l一MM
F
自由
"
N
S〕
。
一
方
、
本
田

〔
一
九
九
二
に
擦
れ
ば
、
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
イ
ク
タ

l
制
に
お
い
て
、

ιミ
5
1
E
}
曲目
H

は
イ
ク
タ
l
主
に
授
奥
さ
れ
た
農
民
の
「
本
貫
地
」
民と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
る
。
本
文
書
の
ロ
山
由
『
日
が
同
じ
意
味
あ
い
か
ど
う
か
、
文

脈
か
ら
は
剣
断
し
切
れ
な
い
。
単
に
「
も
と
も
と
」
と
い
う
原
義
が
副
詞
的
に

使
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
o
t
下
記

Z
円・

8
参
照
。

H
A
『
-
S
は
菟
税
特
権
附
輿
に
よ
る
寺
院
安
堵
獄
。

ピ
S
H
I
M
L
g
-出
向
「
僧
侶
た
ち
」
|
|
先
ず
、
文
書
紋
損
の
た
め
剣
然
と

し
な
い
語
頭
の
一
文
字
の
讃
み
方
が
問
題
。
著
者
は
フ
ラ
ソ
ケ
の
讃
み

Z
E
a

口
信
〔
明
同
g
r
o
s
a
H
ω
N〕
を
、
語
頭
は
胃
字
に
は
諌
め
な
い
と
し
て
排

徐
す
る
が
、
自
読
件
。
回
ヤ
ロ
2
に
つ
い
て
は
、
宮
司
字
と
も
や
や
異
な
る
と
し

て

冨

d
J円
(
l呂
自
問
-
Eロ
品
目
「
信
福
」
〉
の
一可
能
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し

評
者
が
潟
県
で
見
る
限
り
、
語
頭
を
H
M

叩
字
に
積
ん
で

g可
白
山
由
民
と
す
る
こ
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と
に
何
の
問
題
も
無
い
。
か
え
っ
て

S
耳
や

B
O
B
と
諌
む
の
は
無
理
が
あ

る
。
次
に
、
著
者
の
誇
語
「
僧
侶
た
ち
」
は

E
ロ
&
・
ロ
常
と
讃
ん
で
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
信
伯
仲
(
八
の
E
ロ
・
弟
子
〉
に
「
借
侶
」
と
い
う
意
味
は
無
い
。

評
者
は
こ
の
語
を

g『印ヤ
E
H
「
師
匠
た
ち
」
と
讃
み
、
こ
の
一
文
を
ロ
2

〔
叩
包
河
内
ロ
〕
玄
仰
い
問
診
問
阻
止
相
8
・5
巳
百
台

E
3
5白

S
O
S可〔・・・〕仲間凹ケ

仲
井
広
告
品
位
間
内
問
民
主
o
z
z
z
z
ι
o
r州
民
同
位
問
。
即
「
(
こ
の
文
書
で
)
名
指

し
さ
れ
た
沙
津
ア
イ
グ
チ

(
U数
義
顧
問
)
や
師
匠
た
ち
は
、
今
(
よ
り
?
)

弟
子
(
関
?
)
に
お
け
る
も
め
ご
と
を
起
こ
さ
せ
る
な
。
」
と
解
圃
押
す
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
本
文
書
の
護
令
者
が
、
寺
院
に
お
け
る
高
級
僧
侶
た
る
沙
津
ア

イ
グ
チ
・
師
匠
た
ち
を
し
て
下
級
僧
侶
た
る
弟
子
た
ち
を
管
轄
さ
せ
る
と
い
う

構
闘
を
想
定
し
て
い
る
。

ピ
ロ
刊
品
目
回
国

S
2母
音
同
〔

F

〕
曲
窓
口
〔
可
〕
由
吉
宮
広
告
回
目
色
。
〕
出
・
・
・

1
l

uB吉
宮
丘
を
「
(
寺
に
隷
属
す
る
〉
人
々
と
、
物
件
」
と
誇
し
、
寺
院
財
産

と
し
て
物
だ
け
で
な
く
人
を
も
管
轄
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
根
嬢
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
大
元
ウ
ル
ス
裂
A
手
〈
書
(
碑
刻
を
含
む
)
で

同
様
の
表
現
を
持
つ
寺
院
安
堵
朕
に
、
寺
院
財
産
と
し
て
団
地
・
碩
砲
な
ど
と

共
に
『
自
由
ロ
(
人
口
〉
と
邑
ロ
ピ
∞
ロ
ロ
(
頭
疋
)
が
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

言
及
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ピ
5
5
H
E
Z
g
E々
・釦
lト
|
菟
殺
の
封
象
と
な
る
二
つ
の
税
目
を
、
ウ

イ
グ
ル
語
の

g
gロ
と
』

R
E
に
制
割
腹
さ
せ
て
「
か
ま
ど
税
と
チ
1
ズ
税
」

と
誇
す
。
宮

g
m
-
E
-ロ
id-m-ggロ
の
封
膝
は
ム
カ
デ
ィ
マ

y

ト
の
語
葉

集
〔
口
。
口
口
市
区
ω∞
l
H
S
U
H
5
3
よ
り
明
ら
か
だ
が
、
ウ
イ
グ
ル
語
宮
吋
三

が
』
ミ
ロ
の
讃
み
繰
り
で
あ
る
こ
と
が
ツ
ィ
l
メ
〔
Nぽ
g
o
H也
∞

?
N
S
l
N
N
0・

ロ
-HN由
〕
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
以
上
、
本
文
書
で
目
白
苦
々
品
と
讃
ん
で

乳
製
品
に
関
連
づ
け
る
根
擦
は
無
く
な
っ
た
。
字
形
か
ら
見
て
も
語
頭
は

Z
H

で
は
な
く
明
ら
か
に
官
任
で
あ
る
か
ら
、
リ
ゲ
テ
ィ
〔
口
問
。
に

HSNHNH由〕、

フ
ラ

γ
ケ
〔
明
H
S官

H
S
?
ω
∞lu由
〕
に
従
っ
て
哲
三
『
，
同
「
戸
税
問
」
と

諌
ん
で
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
税
の
寅
鐘
に
つ
い
て
は
殆
ど
何
も

剣
っ
て
い
な
い
。

Z
『
・
さ
は
著
者
が
言
う
よ
う
な
菟
税
特
擦
を
附
興
し
た
も
の
で
は
な
く
、

三
集
落
の
流
散
民
の
本
貫
地
錫
還
を
保
査
す
る
安
堵
獄
で
あ
る
。
先
行
研
究
は

リ
ゲ
テ
ィ
〔
ピ
間
四
己
忌
吋
NHNNOiNNH〕
に
よ
る
縛
篤
テ
ダ
ス
ト
だ
け
で
あ
り
、

今
回
初
め
て
誇
註
が
な
さ
れ
た
。

ロ
ロ
O
品目

z
z
s
z
o
b
E
E
「
全
て
の
方
向
に
(
分
か
れ
て
〉
行
っ

た
。
」
|
|
註
が
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
一
一
一
一
一
一
、
一
一
一
八

爾
節
の
「
不
舌
刻
搭
舌
刺
」
(
傍
誇
は
「
漫
散
」
)
に
譲
る
解
緯
で
あ
ろ
う
。

F
Z
O
斗

H
Z
Z『
HOHrooH白
「
白
色
「
す
ぐ
に

(
0
・
〉
人
質
に
な
プ
た
者
た

ち
L
I
-
-
m-Z
Z『
「
人
質
」
は
、
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
の
中
で
も
特
異

な
契
約
関
係
を
示
す
二
通
の
「
人
身
質
入
れ
文
書
」
の
カ
ギ
と
な
る
露
で
あ

る
。
こ
の
人
質
の
契
約
関
孫
は
、
山
田
〔
一
九
七
二
〕
に
よ
っ
て
人
身
賓
買
と

も
養
子
契
約
と
も
異
な
り
、
年
季
車
中
公
に
近
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
本
文
書
の

Z
Z「
も
こ
の
よ
う
な
契
約
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
円
四
円
宮
八
百
m
・
8Hr
「
す
ば
や
い
」
(
?
〉
に
つ
い
て
は
評
者
に
も
成
案

が
無
い
。

F
E
0
4
1
∞H
C
〕
兵
員
『
白
山
田
吋

5
5
「
先
祖
停
来
の
団
地
」
|
|
こ
こ
の

己
}
曲
百
円
こ
そ
「
も
と
も
と
の
」
と
い
う
原
義
主
り
も
「
本
質
地
た
る
」
と
い

う
意
と
見
な
し
得
る
。
上
記

Z
『
-g
参
照
。

ピ
ロ
O

由
H
R
H出
向
岱
ロ
ロ
〈
噌
〉
閉
山
曲
目
・
ロ
}
口
(
吋
〉
「
反
針
の
態
度
を
と
ら
せ
、
取
り

締
ま
ら
せ
て
」

l
I
R込
町
三
〕
院
を
明
。
同
・
「
反
劃
す
る
」
の
使
役
形
と
見
な
す

が
、
巻
末
の
語
集
索
引
で
は
色
品
・
「
追
い
出
す
」
の
使
役
形
と
し
て
お
り
一
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貫
し
な
い
。
評
者
は
宮

E
E
Z
Z
F
o
g
-ロ凹

H
S
N
H
E
E〕
と
諌
ん
で
「
剥

ぎ
取
ら
せ
て
」
と
解
穂
、
回
巳
曲
吉
宮
は
由
巳
可
間
百
〔
】
〕
}
ロ
「
抜
き
取
ら
せ
て
」

〔
C
m
g
m
H
S
N
H
苫
町
田
〕
と
考
え
、

一三
集
溶
の
民
を

Z
Z可
と
い
う
人
身
質

入
れ
の
契
約
関
係
に
取
り
込
む
行
震
と
見
る
。

ピ
ロ
開

H
O
H
Y
B
Y
ご
祐
弘
し
つ
つ
」

j
l
こ
の
誇
は
『
モ

γ
ゴ
ル
秘
史
』

一
七
九
節
の
古
宮
・
に
叫
到
す
る
へ

I
ニ
ザ
シ
の
濁
語
誇
〔
出

R
E
2
r
s
S
H

宏
〕
玄
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、

sm-nrm-Emg-
回

σ
m
R
S注
目
白
何
回
ョ
は
誤

誇
。
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
の
傍
誇
「
割
付
着
」
が
示
す
よ
う
に
、
こ

ζ

で
は

「
あ
し
ら
う
」
、
「
言
い
逃
れ
を
す
る
」
の
意
。

ピ
ロ

OHO-HHH
己岱

S
E
R曲
目
「
輿
え
な
い
ハ
我
ら
の
〉
臣
民
」
|
|
何

を
奥
え
な
い
の
か
が
問
題
。
「
何
」
に
蛍
た
る
の
は
同
じ
行
の
与

-f曲
「
賜

り
物
」
で
あ
る
。
著
者
は
「
三
集
落
の
団
地
を
〈
賜
り
物
だ
と
し
て
、
口
貨

を
附
け
て
〉
輿
え
な
い
」
と
解
蝿
押
す
る
が
、
評
者
は
九
行
自
と
連
動
さ
せ
て

「
HE去
に
囚
わ
れ
た
三
集
落
の
民
を
返
さ
な
い
」
と
考
え
た
い
。

F
E
m
H印
H『同}国同医師ロ巳
uBロ
昨
日
『
色
白
ミ
・
Z
H
巳
可
口
同
島
CH目
白
色
首
位
〕

B

E
岡山可。同』
Z
Z苫
官
邸
伺
昆
問
。
』
「
お
ま
え
た
ち
の
困
地
を
一
族
や
民
族
に
封
し

て
、
顔
つ
き
や
心
情
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
公
卒
に
分
配
せ
よ
。
」

1
I
R
E『

即
日

S
ミ
は
漢
文
史
料
に
頻
出
す
る
「
位
下
」
「
投
下
」
に
そ
れ
ぞ
れ
制
到
臆
す
る

も
の
か
。
巳
『
日
仏
Z
H
・
由
民
国
丘
自
と
い
う
表
現
は
、
『
遇
制
保
格
』
巻
四
、

戸
令
に
引
用
さ
れ
た
至
元
一
一
ニ
年
七
月
初
二
日
附
け
高
畠
の
イ
デ
ィ
ク
I
ト
ら

に
射
す
る
聖
旨
の
末
尾
に
あ
る
「
面
情
看
銀
」
と
い
う
表
現
と
胤
割
腹
す
る
〔
小

林
・
岡
本
一
九
六
四
、
第
一
郎
、
一
九
五

l
一
九
七
頁
〕
。
と
こ
ろ
で
、
濁
謬

で
は
三
集
落
の
団
地
が
一
族
や
氏
族
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
モ

ソ
ゴ
ル
語
原
文
を
皆
ミ
色
白
田

za---』
ロ
玄
可
白
山
己
申
m
g
m巳
「
一
一
族
や
氏
族

に
ハ
三
集
落
の
田
地
を
〉
分
配
せ
よ
」
と
諌
む
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う

な
田
地
の
管
理
描
慣
を
奥
え
ら
れ
る
「
一
族
や
民
族
」
が
文
書
の
中
で
特
定
さ
れ

ず
、
普
通
名
調
で
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
乙
で
、
大
元
ウ
ル
ス
褒
令
の
寺
観

に
謝
す
る
菟
税
安
堵
般
に
お
い
て
曲
目
白
可
「
投
下
」
の
宮
翻
働
経
営
に
制
到
す
る

介
入
が
一
般
論
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
貼
〔
ω
n
y
日

g
gロ
忌
白
日

ωEt

g印
〕
を
敷
街
す
れ
ば
、
本
文
書
の
「
一
一
族
や
民
族
」
は
土
地
分
配
に
閥
興
す

る
外
部
権
力
集
圏
と
見
な
さ
れ
、
こ
の
一
文
は
「
〈
三
集
落
の
長
た
ち
は
、
モ

ン
ゴ
ル
の
)
↓
族
や
氏
族
の
面
情
を
窺
う
こ
と
な
く
、
自
分
た
も
の
土
地
を

(
戻
っ
て
き
た
民
に
元
遁
り
に
)
分
配
せ
よ
」
と
解
圃
帯
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
評
者
の
試
課
は
次
の
と
お
り
。

ー
ト
ウ
グ
ル
グ

u
テ
ム
ル
、
我
ら
が
こ
と
ば
。

高
畠
の
チ
ン
グ
H

テ
ム
ル
・
イ
デ
ィ
ク
l
ト
〔
に
;
〕

ユ
ス
H

カ
ヤ
、
グ
ド
ウ
ル
グ
H

カ
ヤ
を
始
め
と
す
る
ダ
ル
ガ
た

ち
・
ノ
ヤ

γ
た
ち
に
;

ト
ウ
ル
ミ
シ
ユ
H

テ
ム
ル
、
ト
ウ
ケ
ル
H

カ
ヤ
、
ヶ
レ
イ
を
始
め

と
す
る
官
員
た
ち
に
。

己
れ
ら
モ
ル
ム
、
サ
カ
ル
、
ヵ
イ
チ
た
ち
を
頭
と
す
る
ソ
【
イ
ム
】
、

ホ
ン
シ
ル
、
リ
ム
チ
シ

な
ど
三
集
落
の
民
ら
は
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

今、

集
ま
っ
て
来
た
者
を
始
め
と
し
て
、
拘
束
さ
れ
た
身
に
信
長
久
3
に

な
っ
て
い
た
者
を
本
貫
の
回

地
に
入
ら
せ
享
受
せ
し
め
よ
、
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
雪
一
回
わ
れ
て
い

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

ソ
イ
ム
、
ホ
ン
シ
ル
、
リ
ム
チ
ン
に
属
す
る
人
を
剥
ぎ
取
ら
せ
抜
き
取

ら
せ
て
、
「
こ
れ
以
前
も

2 
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こ
れ
以
後
も
古
く
も
新
し
く
も
お
上
か
ら
の
賜
り
も
の
な
の
だ
」
と
言

い
逃
れ
や
言
い
誇
を
し
て
奥
え
な
い

人
は

お
お
せ
の
き
ま
り
に
よ
っ
て
恐
れ
る
の
だ
ぞ
、
お
ま
え
た
ち
!
お
ま

え
た
ち
、
名
を
記
さ
れ
た
(
者
た
ち
た
る
)
ダ
ル
ガ
た
ち

ノ
ヤ
ン
た
ち
は
誰
で
あ
っ
て
も
ソ
イ
ム
、
ホ
ン
シ
ル
、
リ
ム
チ
ン

な
ど
の
集
落
の
田
地

に
射
し
て
道
理
な
い
力
を
及
ぼ
し
て
摩
迫
す
る
な
。
モ
ル
ム
、
サ

カ
ル
、

カ
イ
チ
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
団
地
を
、
位
下
〈
?
〉
・
投
下
に
封
し

て
面
情
を
窺
う
こ
と
な
く
、

正
し
く
分
け
輿
え
て
や
れ
。
お
ま
え
た
ち
モ
ル
ム
、
サ
カ
ル
、
カ
イ
チ

た
ち
を
始
め
と
す
る
多
く
の
〔
人
々
0
・
〕
が
田

地
を
分
け
輿
え
な
け
れ
ば
、
お
ま
え
た
ち
は
恐
れ
ざ
る
か
、
お
ま
え
た

ち
!
と
言
っ
て
朱
の
ニ
シ
ャ
ン
印
入
り
の
謹
書
を

奥
え
た
。
タ
ツ
年
、
冬
の
最
後
の
月
の
後
半
の
一

O
日
に
、
ジ
ュ
ル
グ

に
居
る
と
き
に

12 11 13 14 15 16 17 18 

書
い
た
。

『
元
史
』
巻
一
一
一
一
一
「
巴
而
治

凸
W
u--

文
書
愛
令
の
背
景
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、

阿
而
式
的
斤
俸
」
の

至
元
三
年
、
世
温
、
其
の
子
火
赤
喰
見
的
斤
に
命
じ
、
嗣
ぎ
て
亦
都
護
と

篤
す
。
海
都
・
帖
木
法
見
の
飢
る
る
や
、
畏
冗
見
の
民
、
飢
に
遭
い
て
解

散
す
。
是
に
於
い
て
旨
あ
り
、
亦
都
護
に
命
じ
て
之
れ
を
枚
撫
せ
し
め
、

其
の
民
人
の
宗
王
・
近
戚
の
境
に
在
る
者
は
悉
く
其
の
部
に
還
ら
し
む
。

畏
冗
見
の
血
然
、
復
相
関
す
。

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
百
年
近
い
時
代
差
、
大
元
ウ
ル
ス
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ

ル
ス
と
い
う
護
令
者
の
違
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
雨
者
は
イ
デ
ィ
ク
1
ト
政
権
を

し
て
四
散
し
た
ウ
イ
グ
ル
の
民
を
安
保
・
鋳
還
せ
し
め
る
と
い
う
相
似
貼
を
持

っ
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。

Z
『・

2
は
エ
セ

γ
を
高
昌
の
濯
紙
管
理
次
官
・
禁
地
管
理
次
官
に
任
命
す

る
通
達
文
書
。

F
E
O
品
H

J

円唱曲・
0
州話相
'守〔
U

三口(可)〕
l
l
B
〔u
ユ
ロ
令
)
〕
は
}
百
ω
∞
一
争
お
ロ
・

m
m
o

の
品
開
。
と
同
じ
綴
り
字
に
見
え
る
。

J

円
g
a
O
S刷出
a印
刷
同
に
訂
正
。
と

こ
ろ
で
、
八
行
目
に
謝
す
る
濁
誇
か
ら
見
る
と
、
著
者
は

JE∞・
0
8出
品
を

地
名
と
見
な
し
、
こ
こ
に
濯
翫
施
設
と
禁
地
が
あ
る
よ
う
に
理
解
し
て
い
る

が
、
誤
解
で
あ
る
。
八
行
目
は
「
ユ
ス
H

カ
ン
チ
ャ
で
」
と
は
諌
め
な
い
。
八

l
九
行
自
は
「
誰
で
あ
っ
て
も
濃
概
設
備
を
、
禁
地
を
、
エ
セ
ン
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
別
に
ユ
ス
H

カ
ン
チ
ャ
は
差
配
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
讃
み
、

エ
セ

γ
は
ユ
ス

u
カ
ン
チ
ャ
長
官
の
次
官
と
し
て
高
畠
の
濯
減
・
禁
地
管
理
を

命
ぜ
ら
れ
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
因
み
に
本
文
書
の
護
令
者
に
つ
い

て
、
最
初
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
は
こ
れ
を

c
f
F
Z
B
r
〈
H
北
元
第
八
代
本
雅
失

里
可
汗
〉
と
謀
讃
し
た
。
次
に
佐
ロ
は
大
元
ウ
ル
ス
成
宗
テ
ム
ル
と
関
連
づ

け
、
大
カ
l
y
が
ウ
イ
グ
リ
ス
タ
ン
に
帝
室
独
地
を
所
有
し
て
い
た
と
し
た

〔
佐
口
一
九
四
三
、
五
六
|
五
七
、
六
七
|
六
八
頁
〕
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ケ
は

吋
ロ
ユ
C
3
0
5骨
設
を
提
出
し
た
〔
閉
，
H
S
Z
H
U
S
H
A
8∞
〕
が
、
こ
の
設
は
、

ク
ラ
l
p
に
よ
っ
て
文
書
の
通
知
先
た
る
高
昌
の
官
員
名
が

Z
『・
4
0

文
書

(
ト
ウ
グ
ル
グ
H

テ
ム
ル
護
行
)
に
現
わ
れ
る
官
員
名
と
一
致
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
〔
の
E
H
r
g
a
H
S少
ロ
・

5
〕
に
及
ん
で
確
寅
と
な
っ
た
。
本
書

の
著
者
も
フ
ラ
ン
ケ
に
従
う
。
吋
E
ユ
ロ
?
と
い
う
讃
み
は

Z
『・

4
e
-
Z『
・
4N

に
比
し
て
も
疑
い
無
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
成
宗
テ
ム
ル
の
「
御
用
禁
地
」
が
高
田
国
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回
鵠
地
匿
に
あ
っ
た
と
主
張
し
績
け
る
楊
富
皐
の
最
近
の
研
究
〔
楊
一
九
九

O
、
二
八
二
|
二
八
四
頁
〕
は
、
既
に
時
代
遜
れ
と
な
っ
た
。
ク
ピ
ラ
イ
以
降

の
大
元
ウ
ル
ス
皇
帝
の
溌
A
官
文
書
は
山
由
片
手
「
お
お
せ
」
を
稽
す
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
り
本
文
書
の
よ
う
に
出
伺
叩
「
こ
と
ば
」
と
し
た
例
は
無
い
。
皇
帝

が
文
書
冒
頭
マ
寅
名
を
名
乗
る
例
も
無
い
。
そ
も
そ
も
成
宗
テ
ム
ル
が
自
ら

2
玄
S
と
い
う
廟
践
を
名
乗
る
可
能
性
ほ
絶
無
で
あ
る
。

(
補
註
2
)

残
念
な
が
ら
単
純
な
思
い
違
い
や
誤
植
も
散
見
さ
れ
た
。

Z
『・
4
p
-
3
0
H
∞
r
-E
苫
の
濁
謬
「
ヘ
ピ
年
」
は
「
タ
ツ
年
」
の
誤
謬
。

Z
『・
4
Y
ロ
S
E
1
5日
}
ロ
ロ
ロ
申
刷
出
師
曲
賞
品
の
濁
誇
「
秋
の
最
後
の
月
」
は

「
夏
の
最
後
の
月
」
の
誤
謬
。

語
柔
索
引
二
一
二
頁
、
国
国
字

(
S
H
H
O
L
E
-
S
H
H
O〉
が
誤
脱
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
言
語
文
献
皐
的
視
黙
が
今
後
の
モ
ン

ゴ
ル
時
代
呈
研
究
に
不
可
飲
で
あ
り
、
庚
い
意
味
で
の
モ
ン
ゴ
ル
皐
研
究
に
叫
到

し
で
も
計
り
知
れ
な
い
刺
激
を
奥
え
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
近
年
、
出
土
文

書
・
石
刻
資
料
の
解
譲
が
新
た
な
成
果
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
本
書
の

成
果
を
阻
鳴
し
批
剣
的
に
褒
展
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
皐
の
中

で
今
ま
で
最
も
立
ち
遅
れ
て
い
た
「
十
ウ
ル
フ
ァ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
拳
」
の
確
立

に
繋
が
る
。
ま
た
同
時
に
、
中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
資
料
と
言
え
ば
『
モ
ン
ゴ
ル
秘

史
』
の
研
究
に
重
黙
を
置
き
が
ち
で
あ
っ
た
日
本
の
モ
ン
ゴ
一ル
事
に
お
い
て
、

〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
一
献
〉
に
つ
い
て
本
書
で
示
さ
れ
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
史
、
モ
ン

ゴ
ル
併
数
史
、
文
化
史
、
そ
し
て
文
皐
史
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
新
た
な
地
卒
を
切
り
開
く
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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T註

I
I
E
の
テ
ク
ス
ト
を
合
計
し
て
も
六
二
勲
に
し
か
な
ら
な
い
の
は

Z
『
-g
が

Z
『
・
明
明
と
同
一
断
片
上
の
「
裏
寓
り
」
で
あ
り
、
併
せ
て

一
黙
と
鍛
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

(
2
〉

U
番
挽
は
、
沓
東
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー
が
ウ
イ
グ

ル
語
文
献
と
じ
て
分
類
し
直
し
た
も
の
に
新
た
に
附
け
ら
れ
た
通
し
番

挽
で
あ
る
。
な
お
、
略
鋭
、
『
玄
を
持
つ
も
の
が
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉

中
に
三
二
黙
あ
る
が
、
こ
れ
は
吋
回
同
町
田
ロ
・
呂
田
ロ

g
r
H宮
を
意
味
す

る
よ
う
で
あ
る
(
口
同
・
吋

2
Z
巴
g--Y∞-ロ・
3
0
略
鋭
、
ハ
、口
、
一

C
A
S
H∞同

H
Z『
・
∞
∞
〉
は
、
高
畠
の
吋
m
g司
丘
、
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
Z『出・邑・
4
4

・

a・
8
(
0
・8
〈
N
y
g
(臼
)
、
き
(
串
y
g〈3
・
S
、

ぉ
・
な
お
、
〈
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
〉
研
究
史
と
し
て
本
書
の
記
述
を
補

う
も
の
に
国
民
曲
目

sa-
、同，

Eros∞
寸
が
あ
る
。

(

4

)

テ
テ
ス
ト
謬
註
(
六
二
頁
)
と
語
集
索
引
(
二

O
五
頁
〉
で
は
正
し

く
白
]
宮
ロ
と
縛
寓
さ
れ
て
い
る
。
な
お
翠
語
同
-
S
ロ
は
、
テ
グ
ス
ト

の
こ
の
行

(
Z『・
4
H
e
に
と
窓
口
勺
戸
、
H42γ
同
-Sロ
(
ョ
ド
ロ
タ

σ
と

二
回
現
わ
れ
る
。
古
代
ウ
イ
グ
ル
語
と
先
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
語
に
お
け

る
ミ
ι
の
書
き
分
け
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
り
0
2
r
H
5
a
r
H

a
ヤ
ミ
を
参
照
。
ま
た
、
先
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
に
お
け
る
書
き
分

け
規
則
に
つ
い
で
は
栗
林
一
九
九
四
に
最
新
の
研
究
が
あ
る
。

〈
5
〉
嘗
時
の
「
中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
」
の
品
目
撃
を
ウ
イ
グ
ル
字
よ
り
も
忠
貧

に
再
現
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
パ
ス
パ
字
表
記
に
お
い
て
、
問
題
の
母

音
連
績
は
白
J
H
A
民
ロ
(
ョ
目
:
ロ
ム

zf居
庸
関
六
盛
合
霊
碑
文
東
壁
〉

左
母
一
孟
日
開
に

E
R
g
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
一
方
で
、
パ
ス
パ
{
圭
表

記
に

S
三回目
(
g
d

工

ar至
正
十
一
年
重
陽
高
蕎
宮
一ト
ゴ
ン
テ
ム
ル

一戸
惑
一
旨
碑

山
口町
-SCE--
本
書
H
A
『

-aユω〉
と
い
う
形
が
あ
る
と
と
も

注
目
に
値
す
る
。
ウ
イ
グ
ル
学

g
p
(ち
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
表
記
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